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が残した言説を基に、1910 年代から 1930 年代初頭までを在外期間との関係から 4 期
に分け、その変化をたどることとする1。 
 
第 1 期 ベルリン留学（1910-13 年頃）とその直後 
 
1 奥波 2018 においては、山田耕筰の「日本の作曲家としての自覚」について、アメリカから帰国した
1919 年以降を対象として考察している。 
 









Carl Wolf (1859-1932）教授から 3 年間の学業課程を一切任せる気概があるかどうか
を尋ねられて、次のように答えたという。 
     私は東洋から来た一枚の空紙（ブランクページ）です。いかようにお書込
みくださっても決して不満は感じません。というより、その方が反って私





ヒ・ファン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven (1770-1827)を範とする古典的構
成の交響曲である。この曲の冒頭旋律は「君が代」を思わせるとのちに指摘されてい
るが、冒頭部分を「君が代」にも通ずるゆったりとした速度に指定したのは、日本に
帰国後、1914 年 12 月に東京でこの曲を初演した際のことであった。ベルリンで作曲
したときにはこの部分はアレグロと指定されており、特に日本的な性格が強調されて
いたわけではない（武石 2019: 92, 95）。交響曲ヘ長調に続いて 1913 年にベルリンで
作曲した 2 曲の交響詩《暗い扉》《曼荼羅の華》も、リヒャルト・シュトラウス
Richard Strauss (1864-1949)を範とするもので、のちにニューヨークで演奏された際
には「ドイツ的な音楽以外の何ものでもない」と評された（New York Tribune 1918
年 10月 17 日）。 
 1914 年初頭に日本に帰国してからは、帰国途中にモスクワで聴いたアレクサンド
ル・スクリャービン Alexandre Scriabin (1872-1915)の影響下、不協和音を多用した
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踊詩は当時の日本では理解と賛同を得ることはできなかった（武石 2020: 166-168）。 
 







である (遠山音楽財団付属図書館 1984: 493, 503, 527-528, 533, 576-577) 。 
ニューヨークではカーネギーホールで自作品のコンサートを 2 回指揮したが、その
際に、ベルリン留学時に作曲した交響詩等の管弦楽作品は、「《ミカド》や《蝶々夫
人》をよく知っている聴衆にとっては聞き慣れない旋律」（New York Tribune 1918 年
10 月 17 日）と評され、「日本人が作った」という点から関心をもたれるのみで、作品
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自体の高い評価には結びつかなかった。他方、《日本組曲》《日本民謡集》といった日
本旋律（上記の他「さらし」「沖の鴎に」「梅は咲いたか」を含む）の編曲作品は「初
























Science Monitor 1918 年 11 月 23 日）  
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る。しかし、1910 年代のアメリカでは未だに人種差別的な偏見が残っており、


























である。（「邦楽の将来」山田 2001a: 38-39） 
彼は、日本語を音楽の中でどう扱うについて、詩人たちから大きな影響を受けた。 
 




















作曲した。しかし 1931 年と 1933 年のモスクワ滞在では、山田はソビエトの音楽に異
なる魅力を見出したようである。日本を代表する作曲家として作品を発表し、ドミー






















































第 1 期（1910-13 年）ベルリン留学  西洋語法の習得 自文化を後進的と捉える 
第 2 期（1918-19 年）アメリカ訪問  西洋語法での活動 異国趣味的な民族性を拒絶 
第 3 期（1922 年-）北原白秋との協働  日本人に伝わる独自の語法の模索 
第 4 期（1933 年頃）ソビエト訪問   民謡を基盤とする国民楽の理念を提示 
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